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巻

頭

龍

谷

悌

教

学

会

会

長

渡

漫

隆

生

本

誌

『

偽

教

学

研

究

室

年

報

』

の

刊

行

が

、

者

と

と

も

に

慶

び

た

い

と

思

い

ま

す

。

「
第
一

O
号

」

と

い

え

ば

、

や

は

り

小

研

究

誌

な

が

ら

も

ひ

と

つ

の

節

目

の

意

味

を

も

ち

ま

す

か

ら

、

よ

ろ

こ

び

の

思

い

と

同

時

に

、

今

日

に

及

ん

だ

歴

緯

と

そ

の

学

的

反

響

な

ど

を

回

顧

反

省

し

つ

つ

、

向

後

の

進

展

に

つ

い

て

模

索

す

べ

き

機

会

で

あ

る

と

い

え

ま

し

ょ
弓
二
す

で

に

ご

存

じ

の

よ

う

に

、

こ

の

『

年

報

』

は

本

学

大

学

院

の

仏

教

学

専

攻

生

が

主

体

、

と

な

っ

て

、

自

主

的

に

出

版

を

続

け

て

き

た

も

の

で

す

か

ら

、

し

た

、

が

っ

て

出

版

に

か

か

る

費

用

も

十

分

な

予

算

の

も

と

に

行

わ

れ

て

い

る

も

の

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

そ

れ

だ

け

に

、

自

由

な

研

究

成

果

を

発

表

で

き

る

性

格

の

も

の

で

あ

り

な

が

ら

、

お

の

ず

か

ら

発

表

者

数

や

論

文

枚

数

な

ど

に

も

制

限

し

て

い

か

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

事

情

が

、

と

も

な

っ

て

ま

い

り

ま

す

。

そ

の

点

が

、

こ

れ

か

ら

の

大

き

な

課

題

に

な

ろ

う

と

い

わ

ね

ば

な
り
ま
せ
ん
。

今

号

に

は

、

前

年

度

に

引

き

続

き

、

博

士

課

程

四

回

生

の

長

谷

川

岳

史

君

と

同

三

回

生

の

那

須

円

照

君

と

の

論

考

二

篇

が

掲

載

さ

れ

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

ー

と

も

に

優

れ

た

研

究

論

文

を

公

表

さ

れ

た

こ

氏

の

努

力

を

多

と

し

つ

つ

、

今

後

も

さ

ら

な

る

研

鎖

を

続

け

ら

れ

ん

こ

と

を

望

み

な

が

ら

巻

頭

の

こ

と

ば

と

い

た

し

ま

す

。

こ
こ
に
第
一

O
号

を

迎

え

た

こ

と

を

、

関

係

平

成

九

年

(
一
九
九
七
)

三

月
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九
九
六
年
度
院
生
会
会
員
研
究
発
表
題
目

《
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
四
七
回
学
術
大
会
》

-
那
須

円
照

(
九
月
五
日
於
立
正
大
学
)

作
用
を
め
ぐ
る
論
争
(
続
)

《
修
士
論
文
中
間
発
表
会
》

一
O
月
一
五
日

・
宮
崎
英
道

-
岡
本

・
井
上

陽健
資

-
綴
瀬

孝
志

林

錦
華

一
O
月
一
七
日

・

多

国

修

・
井
上
正
宣

・
太
田
俊
明

一
O
月
二
二
日

・

源

大

信

初
期
禅
宗
に
お
け
る
戒
律
の
研
究

ー
『
百
丈
清
規
』
と
の
関
係
を
中
心
に
ー

な

o
z
s
&
gの
研
究

中
央
ア
ジ
ア
の
光
明
信
仰
と
観
仏
三
昧

ー
燃
灯
仏
授
記
本
生
話
を
中
心
に
し
て
l

『
薬
師
本
願
経
典
』
類
の
研
究

ー
特
に
阿
悶
仏
、
阿
弥
陀
仏
と
の
比
較
検
討
を
中
心
に
ー

『
轍
伽
師
地
論
』
に
お
け
る
「
菩
薩
地
」
研
究

ー
菩
薩
の
深
心
と
そ
の
行
を
中
心
に
し
て
ー

唯
識
説
に
お
け
る
種
姓
論
の
研
究

真
諦
三
蔵
の
阿
摩
羅
識
思
想
の
研
究

源
信
浄
土
教
の
研
究

龍
樹
に
お
け
る
縁
起
説
の
研
究

-
香
川
真
二

・
木
村
元
太
郎

・
村
上
如

・

林

美

希

一
O
月

四

日

・
香
川
正
修

・
有
馬
大
雄

・
富
岡
詔
子

・
穴
穂
行
仁

一
O
月
二
五
日

・
吉
江
宋
淳

・

李

間

安

・

爾

英

晃

初
期
仏
教
に
お
け
る
無
我
の
研
究

〈
無
量
寿
経
v
諸
異
本
に
み
る
思
想
の
展
開

一
角
仙
人
説
話
の
研
究

イ
ン
ド
仏
教
に
お
け
る
信
の
研
究

善
導
浄
土
教
に
お
け
る
往
生
思
想
の
研
究

叡
山
浄
土
教
に
お
け
る
念
仏
思
想
の
研
究

唯
識
説
に
お
け
る
心
所
論
の
研
究

中
国
天
台
に
お
け
る
山
家
・
山
外
派
論
争
の
研
究
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中
国
浄
土
教
に
お
け
る
仏
身
観
の
研
究

唯
識
説
に
お
け
る
修
道
体
系
論
の
研
究

中
国
禅
の
日
本
に
お
け
る
展
開
の
研
究

l
東
福
寺
所
伝
の
文
献
を
中
心
と
し
て
ー

《
龍
谷
仏
教
学
会
学
術
研
究
発
表
会
》

-
弥
山

礼
知

-
長
谷
川
岳
史

(
二
月
二
二
日
於
西
費
大
会
議
室
)

『
唯
識
論
聞
書
』
の
恭
畏
書
写
本

に
見
ら
れ
る
特
徴
に
つ
い
て

「
清
浄
法
界
」
の
在
纏
・
出
纏
を
め
ぐ
る
問
題
考



-
小
山

-
那
須

九
九
六
年
度
院
生
会
会
員
発
表
論
文

昌
純
東
大
寺
中
性
院
所
蔵
『
横
川
首
梼
厳
院
廿
五
三
昧
忠
告

臨
終
行
儀
』
の
再
検
討
!
叢
書
本
の
誤
植
に
よ
る
問
題
点
l

(
『
仏
教
学
研
究
』
第
五
三
号
、
一
九
九
七
、
二
、
二
八
)

円
昭

有
部
の
形
実
有
論
と
経
量
部
の
形
非
実
有
論
(
下
)

(
『
龍
谷
大
学
大
学
院
研
究
紀
要
』
第
一
八
集
、

一
九
九
七
、
一
、
二

O
)

《
修
士
論
文
要
旨
匂

(
『
龍
谷
大
学
大
学
院
研
究
紀
要
』
第
一
八
集
、

池
-
打
本

-王
-
木
村

竹
田

-
花
田

-
平
野

-
佐
藤

一
九
九
七
、

陽
子

唯
識
思
想
に
お
け
る
慈
悲
の
研
究

一
、
二

O
)

香
誉
女
性
と
菩
薩
に
つ
い
て
の
一
考
察

ー
特
に
大
宝
積
経
『
無
垢
施
菩
薩
応
弁
会
』
を
中
心
に
し
て
ー

慶
司

玄
良

哲
哉

月
好

大
乗
仏
教
に
お
け
る
菩
薩
道
の
研
究

三
階
教
の
研
究

日
本
唯
識
教
学
の
一
乗
化
に
関
す
る
研
究

仏
名
経
の
研
究

理
恵

密
教
に
お
け
る
供
養
の
研
究

弘
毅

『
自
行
念
悌
問
答
』
の
研
究
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編
集
後
記

【
編
集
委
員
】

諸
般
の
事
情
に
よ
り
発
刊
が
大
幅
に
遅
れ
て
お
り
ま
し
た
第
一

O
号
が
よ

う
や
く
完
成
致
し
ま
し
た
ロ
本
誌
は
、
龍
大
で
仏
教
学
を
専
攻
す
る
大
学
院

生
が
ど
の
よ
う
な
研
究
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
の
か
、
を
広
く
学
内
外
に
知

っ
て
い
た
だ
く
と
共
に
、
大
学
院
生
に
研
究
発
表
の
場
を
提
供
し
よ
う
と
い

う
趣
旨
の
下
に
発
刊
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
本
誌
は
、
発
刊
に
関

す
る
経
費
の
大
半
を
、
当
該
年
度
の
大
学
院
生
か
ら
の
会
費
に
よ
っ
て
賄
っ

て
い
る
た
め
、
継
続
的
に
発
刊
で
き
る
保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
来
、
第
一

O
号
と
い
え
ば
、
記
念
号
と
し
て
何
等
か
の
企
画
の
も
と
に
編
集
し
発
刊
す

べ
き
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
い
っ
た
事
情
か
ら
頁
数
等
を
制
限
せ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

な
お
、
本
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
論
文
は
、
全
て
大
学
院
生
に
よ
る
も
の

で
あ
る
た
め
、
未
熟
な
点
も
多
々
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
執
筆
者
の
た

め
に
も
、
学
の
内
外
を
間
わ
ず
読
者
の
方
々
、
ご
指
導
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご
多
忙
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
巻
頭
言
」
を
賜
わ

り
ま
し
た
渡
漫
隆
生
先
生
、
ま
た
、
発
刊
に
関
し
て
研
究
助
成
金
を
ご
援
助

い
た
だ
い
た
龍
谷
大
学
親
和
会
に
、
編
集
委
員
一
問
、
こ
こ
に
感
謝
の
意
を

表

し

ま

す

。

(

長

崎

記

)

長
崎
陽
子

(
D
l
)

香
川
真
二

(
M
2
)

一
九
九
七
年
三
月
二
二
日
発
行

龍
谷
大
学
仏
教
学
研
究
室
年
報
第
一

O
号

編
集
者
龍
谷
大
学
仏
教
学
研
究
室
年
報

編
集
委
員
会

印

刷

所

謹

文

堂

印

刷

発
行
所
龍
谷
大
学
仏
教
学
研
究
室

京
都
市
下
京
区
七
条
大
宮

O
七
五
ー
三
四
三
l

三
三
一
一
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飽

谷

大

学

仏

教

学

院

生

会

会

則

第

一

条

第

二

条

第

三

条

第

四

条

買32拘第
七六五
条条条

第

八

条

第

九

条

第
一
車

総

-悶H
H

本
会
は
、
熊
谷
大
学
仏
教
学
院
生
会
と
称
す
る
。

本
会
は
、
院
生
の
自
治
を
基
本
と
し
て
、
学
問
の
自

由
を
例
議
し
、
総
ハ
合
大
学
仏
教
学
大
学
院
生
の
研
究

活
動
の
向
上
に
努
め
、
会
開
相
互
の
親
睦
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
・

本
会
は
、
執
行
部
を
京
郎
市
下
京
区
七
条
大
宮
飽
谷

大
学
仏
教
学
研
究
室
内
に
置
く
。

m 
1l. 

.A. 
玄三

関

本
会
は
、
次
の
会
貝
を
以
て
偶
成
す
る
.

一
、
正
会
同
胞
谷
大
学
大
学
院
仏
教
学
専
攻
に
在

宮
川
す
る
も
の
・

本
会
の
主
旨
に
質
問
し
、
柏
村
に
本
会

に
U
め
ら
れ
た
も
の
.

二
、
冷
会
関

買1

書E

総

A 

"'" 

総
会
は
、
本
会
の
周
期
官
同
時
晴
決
機
関
で
あ
る
。

総
会
は
、
本
会
の
正
会
貝
を
も
っ
て
情
成
す
る
。

総
会
は
、
正
会
貝
の
三
分
の
一
以
上
の
参
加
を
も
っ

て
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

総
会
は
、
会
長
が
こ
れ
を
紹
集
し
、
次
の
場
合
に
開

催
さ
れ
る
。

一
、
定
期
総
会
(
毎
年
四
月
)

二
、
会
長
が
必
要
と
認
め
た
場
合
。

三
、
正
会
貝
の
五
分
の
一
以
上
の
速
署
に
よ
る
要
求

の
あ
っ
た
場
合
.

総
会
に
お
け
る
決
措
は
出
席
会
員
の
過
半
数
の
問
愈

を
必
要
と
す
る
・

第

十

条

第
十
一
条

第
十
二
条

第
十
三
条

第
十
四
条

第
十
五
条

第
四
章

執
行
部
役
員

本
会
は
、
次
の
役
員
を
お
く
・

て
①
会
長
}
名
②
酎
副
会
長
一
名
③
会
計
一
名

③
渉
外
一
名
⑤
智
紀

一
名
⑥
会
計
監
査
一
名

⑦
文
学
部
院
生
協
沼
会
代
表
委
員
二
名

二
、
た
だ
し
、
①
、
③
以
外
の
兼
任
は
こ
れ
を
妨
げ

な

L

会
長
は
、
会
員
の
推
薦
に
よ
り
総
会
の
承
認
を
得
る
・

又
、
役
目
H
は
、
総
会
に
お
い
て
正
会
員
よ
り
選
出
す

噌
令
。
会
長
は
、
木
会
を
代
表
し
、
執
行
部
は
統
治
す
る
・

役
貝
の
任
期
は
一
年
と
し
、
盤
任
は
妨
げ
な
い
.

第
五
殿

耳1

2員

本
会
は
第
二
条
の
目
的
を
速
成
す
る
為
、
次
の
事
業

を
行
う
・

て
研
究
発
表
会
、

博嗣拍刷
会
等
の
開
催
北
び
に
そ
の

同協助。

ニ
、
出
版
物
の
刊
行
。

三
、
会
員
閣
制
限
に
関
す
る
事
業
。

第
十
四
条
一
、
二
、
の
烈
業
に
関
し
て
は
次
の
と
お

り
に
行
う
。

て
原
則
と
し
て
疋
会
員
は
、
年

一
度
研
究
発
表
を

す
る
こ
と
を
前
提
と
し
、
そ
の
発
表
の
場
と
し

て
定
例
研
究
発
表
会
を
行
う
も
の
と
す
る
・

二
、
研
究
発
表
に
関
し
て
は
、
次
の
と
お
り
に
行
う
・

イ
、
修
士
課
程
(
以
下

M
と
略
す
}
一
年
は
、

一
年

間
を
発
表
郷
予
期
間
と
み
な
し
、
翌
年
度
初
頭

に
お
け
る
研
究
経
過
報
告
会
に
て
発
表
を
行
う

も
の
と
す
る
.

口、

M
二
年
以
上
は
、
修
士
論
文
提
出
前
に
行
う

中
間
発
表
を
も
っ
て
、
こ
れ
に
か
え
る
こ
と
が

で
き
る
.
但
し
、
該
当
年
度
の
論
文
佃
拠
出
を
行

わ
な
い
も
の
も
、
研
究
経
過
の
発
表
を
も
っ
て

第
十
六
条

第
十
七
条

第
十
八
条

こ
れ
に
か
え
る
こ
と
が
で
き
る
.

ハ
、
問
士
後
期
過
程
(
以
下
D
と
略
す
)
は
、
何
等

か
の
研
究
雑
お
に
活
字
化
さ
れ
た
諭
文
の
発
表

を
行
う
。

ニ
、
但
し
、
D
一
年
は
、

修
士
論
文
要
約
(
『大

学
院
紀
要
』
に
掲
絞
分
)
を
も
っ
て
こ
れ
に
か

え
る
こ
と
が
で
き
る
.

三
、
第
十
四
条
二
の
内
、
年
一
回
は
、
研
究
終
日
働
の

品
川
刊
を
行
う
も
の
と
す
る
・
文
、
発
刊
に
際
し

て
は
、
編
集
委
員
会
を
置
き
、
本
会
執
行
郎
役

員
を
も
っ
て
こ
れ
を
偶
成
す
る
・

イ
、
編
集
委
関
の
内
、
編
第
委
員
長

-
名
を
互
選

し
、
委
貝
を
統
活
す
る
も
の
と
す
る
・

口
、
但
し
、
編
集
委
貝
会
が
必
要
と
認
め
た
場
合
、

若
干
名
の
委
貝
を
、

正
会
員
よ
り
委
貝
長
が
任

命
す
る
こ
と
が
で
き
る
.

第
六
車

.d. 

"" 

n 

木
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
四
月
一
日
よ
り
笠
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
.

本
会
の
経
刊
H

は
、
還
元
金
、
会
開
問
、
寄
付
金
、
お
よ

び
そ
の
他
の
収
入
に
よ
る
.

正
会
開
会
決
年
制

三
、
O
O
O門

準
会
閥
会
費
年
額

一
、
0
0
0
円

本
会
の
決
算
報
告
は
、

監
査
委
員
の
監
査
を
・
つ
け
た

後
、
執
行
部
が
決
算
総
出
口
寄
を
総
会
に
侵
出
し
、
そ

の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

{1" 

!
 

"
H
"
 

一、

本
会
則
は
、
総
会
の
淡
路
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
.

二
、
本
会
則
は
、
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
随
行
(
平
成
三
年
五
月

一
日
一
部
変
更
)
の
総
谷
大
学
仏
教
学
院
生
会
会
則
の
一
割
酬

を
変
更
し
、
平
成
六
年
四
月
十
八
日
よ
り
肱
同
行
す
る
.
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